「亀葬　新型インフルエンザ対応マニュアル」
１ 新型インフルエンザが発生したら

まずは最寄りの保健所へ連絡を！
(1) 新型インフルエンザの主な感染経路は、飛沫感染（くしゃみやせき）
唾液や鼻水の細かい粒を吸い込むことによる感染）と接触感染（汚染された

手で鼻や目を触ることによる感染）と考えられています。
空気感染が一般的に起きる可能性は低く、空調を止める必要などはないと考えられています。

(2) まずは自らの生命を守る「自助」、他人に感染させない「共助」、予防策の周知等の「公助」が重要です。

(3) 日常生活の中で実施できる感染予防策は、次のとおりです。

① 人と人との距離(２ｍ以上）の保持

② 石鹸や消毒液での手洗いの励行

③ 咳エチケット（マスクの着用等）

④ 手指が触れる場所の清掃･消毒

⑤ 通常のインフルエンザワクチンの接種

（通常のインフルエンザの重症化リスクを減らして、新型との判別を容易にし、医療機関の混雑を緩和させるため）

(4) ウイルスを含んだ飛沫は丌織布マスクのフィルターである程度は捕捉さ

れますが、非感染者がマスク着用で飛沫を完全に吸い込まないようにするこ

とは困難です。そこで、他の人（特に咳・発熱症状のある人）と２メートル

以上の距離を保つ、流行時に人込みを避けるなどの予防策も実施してくださ

い。また、マスクは、手指で口・鼻に触れる接触感染の予防にも役立ちます。
(5) ワクチンには、鳥インフルエンザから製造された「プレパンデミックワク

チン」と、新型インフルエンザ発生後にそのウイルスから製造される「パン

デミックワクチン」の２種類があり、医療従事者やライフライン事業者等の

社会機能維持従事者に優先的に接種する考え方４ )が示されています。現在、

政府では臨床研究によりワクチンの効果等について検討しています。
(6) 国内で感染が始まった場合、お客様、従業員や家族に３８度以上の発熱、

咳、全身倦怠感等の症状がある場合、保健所又は発熱相談センターに連絡し、

指示に従ってください。自宅で本人または家族に症状が出たと連絡を受けた

ら出社させてはいけません。家族も同様に外出を控えなくてはなりません。
２ お客様や従業員と家族の生命と健康を守ろう

※（マスクの正しい着用方法）

・マスクの上下、裏表を確認する。

・鼻の形に合わせてマスクを押さえ、鼻と口を覆う。

・顔の形に合わせるようにして、両方の耳ひもをかける。

・顔の大きさに合わせてマスクを広げ、あごの下まで

しっかりとかぶせる。

（1） 新型インフルエンザが発生した場合、事業者が行うべき対策の第一は、
お客様、従業員や家族の安全管理です。すなわち、職場や事業活動を通じて、感染拡大の防止に最大限努めることが必要です。

(2) 新型インフルエンザは発生後急速に大流行する危険性があること、万一自

社が地域の流行の原因をつくったときの社会的責任や、パンデミック期の社

会状況等について社内全体で認識することが重要です。そのうえで普段から

実施できる、手洗いの励行や咳エチケット等の感染予防策を周知徹底する事

が必要となります。

(3) 最寄りの保健所の連絡先など緊急連絡先をリストにしておくことや、丌織

布マスク、石鹸、使い捨て手袋、消毒用アルコールなどの備蓄が必要です。

マスクや消毒液は品切れの懸念もあり、流行前に確保することが重要です。

※マスクは、一つの流行期間が８週間またはそれ以上にわたる可能性がある

ので、従業員１人１日１枚で8 週間分の備蓄が望ましいとされています。

（家庭では、家族１人につき２０枚程度の備蓄が勧められています。）

☆要約☆
１、 外出後、食事前は手洗いとうがいをする。
　２、上着を不用意に部屋に持ち込まない（出来れば家に入る前たたいておく）。
　３、流行期には人ごみなどへの外出はできるだけ控える（特に高齢者や慢性疾患を持っている方、疲労時、睡眠不足時）。
　４、外出時はマスクを着用する。
　５、部屋を定期的に換気したり、適度な湿度に保つ（湿度５０～６０％）。
　６、十分な栄養と休養を心がける。
万一感染してしまった場合は、事前連絡なく近くの医療機関を受診すると、万が一新型インフルエンザであった場合、待合室等で他の患者さんに感染させてしまう「二次感染」のおそれがあります。まず、保健所等に設置される予定の発熱相談センターに連絡し、都道府県等が指定する医療機関など（発熱外来）を受診してください。都道府県や市町村、保健所から情報が提供されますので、随時チェックするようにしてください。 また、家族内での感染を防ぐためには、室内でもマスクの着用が望ましいです。尚、症状の改善後二日間は他人へ感染させる可能性がありますので注意してください。
